
 

 

教材教具名  にぎり棒       

    

教科（自立活動、 

体育） 
 

教材教具写真 

教材教具の概略（ねらいと使い方） ※ 発達段階や教科上のどの課題で、どのように使ったか等 

１ ねらい   片手、または両手で握ったり放したりする。 

２ 発達段階など  肢体に不自由がある児童 

３ 使い方 

   ○ にぎり棒を握ったり放したりさせる。 

○ 片手、または両手でにぎり棒を握らせ、棒を上に上げたり、引っ張ったりして、筋力をつけ

る。   

 

 

 

児童生徒の反応や教材の評価 使ってみての感想・改良発展のアイデア等（次に利用する方のために） 

 ○ 鈴をつけることで、音が鳴ると興味を持たせることができた。 

○ 握る棒の太さをいろいろ変えて、児童に合うものにした。 

   


